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「歴史もの」は大好きなので… 

 以前にも書いたけれども、私は理

科の教員であるにもかかわらず「歴

史もの」が大好きだ。作品のテーマ

に取り上げられる「時代」によって

は、多くの中学校の社会科教員より

も知識量は豊富であると勝手に思

いこんでいる。いろんな本を読んだ

成果みたいなものだろう。 

 今回取り上げた３作はいずれも

その時代を舞台にし、歴史上の人物

が動き回る「時代ミステリ」である。

現代の人物が歴史上の「謎」を論理

によって解決しようとする「歴史推

理」ではない。「時代ミステリ」は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史に残された事実の部分と想像

による創作の部分が入り組む形に

なるので、学術上の歴史をできるだ

けしっかり、正しく理解しておくこ

とが大切だと思う。断片的な「事実」

を繋ぎ合わせる途中の段階にフィ

クションが入る楽しさを味わえれ

ばよい。１００％が事実とは違う物

語では「歴史ミステリ」にはならな

い。そういう意味で、作品の中では

「作者はずいぶん資料調べを徹底

して行ったんだな」と思わせるだけ

の内容が伴っていることが必要だ。

登場人物の言葉遣い、衣食住の時代

考証を含めて、高いレベルでの仕上

がりを期待したいものだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歴史・時代ミステリその 1 
ミステリの世界では「歴史・時代ミステリ」は大きなウエイトを占めて

いる。あちらにもこちらにも名作・大作があるのだが、その中から比較的

目立たなそうな３作を取り上げて紹介してみようと考えた。 
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鳴神響一『能舞台の赤光』 
 ２０１８年幻冬舎文庫。『多田

文治郎推理帖』シリーズの第二

作に当たる。第一作は『猿島六

人殺し』。第三作は『江戸万古の

瑞雲』。鳴神響一作品の中では最

も本格ミステリ味の濃いシリー

ズとも言える。事件の起きた場

所の図面が入っているのが特

徴。時代は江戸の八代・吉宗か

ら九代・家重になる頃のこと。

後に書家・漢学・儒学者・洒落

本作者・沢田東江となる多田文

治郎が探偵役を勤める。本書で

は江戸の黒田藩邸の能舞台の傍

で起きた札差殺害事件を取り上

げている。多くの人が見つめる

猿楽の祝儀能の演技の最中に観

客席の一番後にいた人物が刺さ

れて亡くなっていた。その場に

同席した文治郎は黒田の殿様に

依頼されて犯人探しに踏み出し

ていく。人の出入りは…？ 

中津文彦 『山田長政の密書』    １９８９年講談社出版。創業 80 周年記念推

理特別書下ろしシリーズの中の一冊。歴史ミステリの多くは日本国内の出来事をテーマにしているものがほと

んどだが、本書は海外での日本人の活躍を取り上げた珍しい作品。「山田長政」と言われて「タイ・シャム」

は思い浮かんでも、明確な年代は「はて、いつのことだっただろう？」と思ってしまう。江戸時代の初期、１

６２０年代頃の話になる。世界の歴史の中ではヨーロッパ列強によるアジア進出が盛んになり、イギリス、オ

ランダの東インド会社がスタートし、少し遅れてポルトガル、フランスなどとしのぎを削る混乱状態に入りつ

つある時期。逃亡者として朱印船に乗り、シャムに渡った山田長政はアユタヤ王朝のソンタム王の信頼を得る

ことになり、アユタヤの王宮を守る日本人部隊の長となる。本書では長政がアユタヤの都を守るために、ヨー

ロッパ各国の軍勢と戦う流れが語られる。歴史の中の忘れ去られてしまいそうな一場面を鮮やかに描き出して

いることが印象的。長政の死にも謎があり、それを長崎奉行への「密書」という形で示している。 

  

山本巧次 『鷹の城』    ２０２１年光文社。本書は４月の出版で、６月に出たのが米澤

穂信の『黒牢城』。ともに歴史ミステリで、扱っている時代はほぼ同年。(本書の方がわずか１年くらい前の出来事にな

る) 舞台になる「鷹の城」＝青野城は「黒牢城」＝有岡城の隣の隣。織田信長による毛利攻めの流れの中で、

秀吉の軍勢が播磨にある青野城を取り囲む。城主・鶴岡式部大承景安は毛利の援軍を待つ形で籠城を決断する。

そこに登場するのが、江戸中期からなぜかタイムスリップしてきた南町奉行所同心の瀬波新九郎。戦国時代に

出現したとたんに深手を負った武将から書状を預ることに…。間道を通って青野城に届けると毛利の使者と間

違われ、居場所を与えられる。その夜、山内主膳が物置部屋で斬り殺されていることが判明し、抜け穴からは

秀吉側の乱破の死体がみつかった。見張りをつけられていた瀬波は唯一の安全な人物と見なされ、城主から犯

人探しの役目を仰せつかることに。城内の人間関係を分析し、当夜の人の動きを聞いて回り、抜け穴などの構

造を研究して、「城」という密室の中での事件を解明しようと努力する。そこに協力してくれるのが城主の娘

の奈津姫。秀吉側の竹中半兵衛、黒田官兵衛などの策略もちらつき、緊迫した中での推理となる。戦国の世な

らではの騙しあいもあって、青野城最後の日は刻々と迫ってくるという展開。興味深く読める。 


